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1.  平成24年3月期第2四半期の連結業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年3月期第2四半期 22,438 1.0 414 △42.6 584 △30.2 286 △28.2

23年3月期第2四半期 22,216 0.6 721 △34.8 837 △16.2 398 △48.4

（注）包括利益 24年3月期第2四半期 △240百万円 （―％） 23年3月期第2四半期 △315百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年3月期第2四半期 6.63 ―

23年3月期第2四半期 9.23 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

24年3月期第2四半期 44,219 24,302 54.9
23年3月期 44,016 24,723 56.1

（参考） 自己資本   24年3月期第2四半期  24,258百万円 23年3月期  24,677百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 3.50 ― 4.00 7.50
24年3月期 ― 4.00

24年3月期（予想） ― 4.00 8.00

3.  平成24年3月期の連結業績予想（平成23年4月1日～平成24年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 46,500 2.0 1,000 △41.4 1,100 △40.0 500 △61.3 11.59



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）詳細は、添付資料４ページ【２．サマリー情報（その他）に関する事項】をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四
半期財務諸表のレビュー手続は終了していません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  有

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年3月期2Q 43,844,932 株 23年3月期 43,844,932 株

② 期末自己株式数 24年3月期2Q 686,016 株 23年3月期 684,995 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年3月期2Q 43,159,627 株 23年3月期2Q 43,167,095 株
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当社グループを取り巻く環境は、医療技術の進捗と新興国の躍進などによる需要の拡大を受け、現地

及び各国メーカーによる競争が激化しております。一方で国内においては、経済不安や少子高齢化とい

った社会の変化により、増え続ける医療費の抑制という政策の流れは避けられない状況となっており、

医療施設をはじめ医療業界全般において経営の効率化が一層求められております。 

 このような環境において、当社グループでは「医療の安全」「医療の効率化」「再生医療」の３つを

キーワードとして、製品の開発・生産・販売を進めております。なお、当社グループにおいては、販売

品目を４つのシステム群に分類しており、輸液輸血群及び一般用品群では、医療の安全に貢献する輸液

及び経腸栄養関連製品を、透析群では血液透析及び腹膜透析の両分野の製品を、循環器群では、膜型人

工肺、人工心肺回路等の自社開発製品を中心に事業を展開し、収益の拡大に努めております。 

 以上の結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期に比べ2億21百万円増加の224億38

百万円（前年同四半期比1.0％増）となりました。 

 利益につきましては、増収となったものの、為替による売上高への影響に加え、労務費及び人件費の

増加により、営業利益は4億14百万円（前年同四半期比42.6％減）となりました。また、持分法による

投資利益を計上したことにより、経常利益は5億84百万円（前年同四半期比30.2％減）となり、税金費

用等を差し引いた結果、四半期純利益は2億86百万円（前年同四半期比28.2％減）となりました。 

  

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

血液透析装置及びその付属機器の販売が減少したものの、ニードルレスアクセスポート「プラネク

タ」を備えた輸液セットや延長チューブの販売が堅調に推移したことに加え、人工心肺装置の販売が

増加し、売上高は185億44百万円（前年同四半期比1.0％増）となりました。また、セグメント利益に

ついては、人事制度の改定に伴う労務費及び人件費の増加等により1億60百万円（前年同四半期比

61.4％減）となりました。 

北米向けのＡＶＦ針（血液透析用針）の販売が好調に推移したものの、成分献血用回路や血液バッ

グの販売が低調に推移し、売上高は57億64百万円（前年同四半期比0.6％減）となりました。また、

セグメント損益については、減収に加え為替の影響により23百万円の損失となりました。 

日本向けの輸液セットの販売に加え、中国国内において人工腎臓（ダイアライザー）や人工腎臓用

血液回路の販売が好調に推移したため、売上高は13億93百万円（前年同四半期比13.4％増）となりま

した。また、セグメント利益については、労務費の上昇により88百万円（前年同四半期比40.1％減）

となりました。  

東ヨーロッパ向けの血液バッグの販売が減少したものの、ドイツ国内においてＡＶＦ針の販売が引

き続き伸長したため、売上高は14億85百万円（前年同四半期比9.9％増）となりました。また、セグ

メント利益については、増収に伴い1億37百万円（前年同四半期比12.9％増）となりました。 

大口顧客の営業拡大に伴い北米向けのＡＶＦ針の販売が好調に推移したため、売上高は11億5百万

円（前年同四半期比6.1％増）となりました。また、セグメント利益については、増収に伴い1億30百

万円（前年同四半期比134.3％増）となりました。 

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）連結経営成績に関する定性的情報

① 日本

② 東南アジア

③ 中国

④ ドイツ

⑤ アメリカ
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売上高は5億40百万円（前年同四半期比9.7％増）、セグメント利益は43百万円（前年同四半期比

5.1％増）となりました。 
  

なお、当第２四半期連結会計期間から、報告セグメントの区分を変更しております。詳細は「３．四

半期連結財務諸表 (5)セグメント情報等」の「Ⅱ 当第２四半期連結累計期間 ３ 報告セグメント

の変更等に関する事項」をご参照ください。 

  

当第２四半期連結会計期間末における総資産の残高は、前連結会計年度末に比べ2億3百万円増加の

442億19百万円となりました。資産、負債及び純資産の内容は次のとおりであります。 

流動資産の残高は、前連結会計年度末に比べ48百万円増加の277億23百万円となりました。この主

な要因は、現金及び預金の増加であります。 

固定資産の残高は、前連結会計年度末に比べ1億54百万円増加の164億96百万円となりました。この主

な要因は、有形固定資産の取得によるものであります。 

流動負債の残高は、前連結会計年度末に比べ13百万円減少の155億28百万円となりました。この主

な要因は、納付による未払法人税の減少であります。 

固定負債の残高は、前連結会計年度末に比べ6億38百万円増加の43億88百万円となりました。この

主な要因は、長期借入金の増加であります。 

純資産の残高は、前連結会計年度末に比べ4億21百万円減少の243億2百万円となりました。この主

な要因は、為替換算調整勘定の変動であります。 

 なお、自己資本比率は1.2ポイント低下の54.9％となりました。 
  

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）の残高は、前年同

四半期末に比べ4億91百万円増加の55億70百万円となりました。各キャッシュ・フローの状況とそれ

らの要因は次のとおりであります。 

営業活動により得られた資金は、前年同四半期に比べ1億22百万円減少の12億63百万円となりまし

た。この主な要因は、税金等調整前当期純利益の減少によるものであります。 

投資活動により支出した資金は、前年同四半期に比べ15百万円増加の11億74百万円となりました。

この主な要因は、有形固定資産の取得にかかる支出の増加によるものであります。 

財務活動により得られた資金は、前年同四半期に比べ3億55百万円増加の8億49百万円となりまし

た。この主な要因は、借入金の収支差額によるものであります。 

  

平成23年５月11日付けの「平成23年３月期 決算短信〔日本基準〕（連結）」において公表しました

平成24年３月期（通期）の連結業績予想を修正しております。詳細につきましては、本日公表の「平成

24年３月期第２四半期連結累計期間における業績予想との差異および通期連結業績予想の修正に関する

お知らせ」をご参照ください。 

なお、当該業績予想等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

⑥ その他

（２）連結財政状態に関する定性的情報

① 資産、負債、純資産の状況の分析

（資産）

（負債）

（純資産）

② キャッシュ・フローの状況の分析

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

（３）連結業績予想に関する定性的情報
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該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

（在外子会社等の収益及び費用の換算基準） 

在外子会社等の収益及び費用については、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しており

ましたが、前連結会計年度末より、期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。 

 この変更は、会計年度末近くに急激な為替変動があった場合に期間損益に与える異常な影響を排除

し、より適正な損益の認識を図るために行ったものであります。 

 また、当該変更は、為替相場が急速に変動していることを契機に、会計システム等の実務上の対応

を検討した結果、前連結会計年度末において対応可能となったためであり、前第２四半期連結累計期

間は従来の方法によっております。 

 この結果、前第２四半期連結累計期間に変更後の換算方法を適用した場合、当該累計期間の売上高

は402百万円、営業利益は30百万円、経常利益は28百万円、税金等調整前四半期純利益は28百万円そ

れぞれ増加することとなります。 

  

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用） 

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月

４日）を適用しております。 

  

２．サマリー情報(その他)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）追加情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 4,987 5,576

受取手形及び売掛金 13,278 12,519

商品及び製品 4,484 5,069

仕掛品 1,477 1,586

原材料及び貯蔵品 2,697 2,433

その他 761 548

貸倒引当金 △12 △9

流動資産合計 27,674 27,723

固定資産   

有形固定資産 12,780 12,915

無形固定資産 627 630

投資その他の資産   

投資その他の資産 2,939 2,955

貸倒引当金 △6 △6

投資その他の資産合計 2,933 2,949

固定資産合計 16,341 16,496

資産合計 44,016 44,219
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（単位：百万円）

前連結会計年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成23年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 6,919 6,874

短期借入金 3,354 3,636

1年内返済予定の長期借入金 1,405 1,425

未払法人税等 309 72

製品保証引当金 7 7

賞与引当金 760 817

資産除去債務 － 21

その他 2,786 2,672

流動負債合計 15,542 15,528

固定負債   

長期借入金 2,485 3,183

退職給付引当金 211 196

役員退職慰労引当金 28 30

資産除去債務 184 164

その他 840 814

固定負債合計 3,750 4,388

負債合計 19,292 19,917

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,522 6,522

資本剰余金 9,473 9,473

利益剰余金 11,158 11,271

自己株式 △269 △269

株主資本合計 26,884 26,998

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 9 △39

為替換算調整勘定 △2,217 △2,699

その他の包括利益累計額合計 △2,207 △2,739

少数株主持分 46 43

純資産合計 24,723 24,302

負債純資産合計 44,016 44,219
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
 四半期連結損益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 22,216 22,438

売上原価 15,865 16,250

売上総利益 6,350 6,187

販売費及び一般管理費 5,629 5,772

営業利益 721 414

営業外収益   

受取利息 4 21

受取配当金 12 12

持分法による投資利益 100 113

その他 100 89

営業外収益合計 218 236

営業外費用   

支払利息 53 44

その他 48 21

営業外費用合計 102 66

経常利益 837 584

特別利益   

固定資産売却益 1 3

投資有価証券売却益 4 －

貸倒引当金戻入額 0 －

特別利益合計 5 3

特別損失   

固定資産売却損 0 1

固定資産廃棄損 28 49

減損損失 － 14

投資有価証券売却損 0 －

投資有価証券評価損 72 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 146 －

特別損失合計 248 65

税金等調整前四半期純利益 594 522

法人税、住民税及び事業税 210 201

法人税等還付税額 △44 －

法人税等調整額 25 30

法人税等合計 192 231

少数株主損益調整前四半期純利益 401 290

少数株主利益 3 4

四半期純利益 398 286
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 四半期連結包括利益計算書 
 第２四半期連結累計期間 

(単位：百万円)

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益 401 290

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △104 △48

為替換算調整勘定 △612 △482

その他の包括利益合計 △717 △531

四半期包括利益 △315 △240

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △314 △237

少数株主に係る四半期包括利益 △0 △2
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 594 522

減価償却費 1,237 1,195

減損損失 － 14

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △2

退職給付引当金の増減額（△は減少） 10 11

受取利息及び受取配当金 △16 △33

支払利息 53 44

為替差損益（△は益） 50 6

持分法による投資損益（△は益） △100 △113

固定資産売却損益（△は益） △0 △2

固定資産廃棄損 28 49

投資有価証券売却損益（△は益） △4 －

投資有価証券評価損益（△は益） 72 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 146 －

売上債権の増減額（△は増加） 53 631

たな卸資産の増減額（△は増加） △200 △593

仕入債務の増減額（△は減少） △319 1

未払消費税等の増減額（△は減少） △57 △38

その他の流動資産の増減額（△は増加） 109 200

その他の流動負債の増減額（△は減少） △45 △151

その他 68 18

小計 1,680 1,761

利息及び配当金の受取額 16 33

利息の支払額 △50 △44

法人税等の還付額 44 －

法人税等の支払額 △305 △486

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,385 1,263
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △0 △0

定期預金の払戻による収入 0 163

有形固定資産の取得による支出 △1,069 △1,268

有形固定資産の売却による収入 2 4

無形固定資産の取得による支出 △101 △73

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

投資有価証券の売却による収入 6 －

貸付金の回収による収入 12 12

その他 △7 △12

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,159 △1,174

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 8,200 7,750

短期借入金の返済による支出 △8,474 △7,444

長期借入れによる収入 1,650 1,500

長期借入金の返済による支出 △704 △782

自己株式の取得による支出 △3 △0

配当金の支払額 △172 △172

財務活動によるキャッシュ・フロー 494 849

現金及び現金同等物に係る換算差額 △177 △188

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 544 749

現金及び現金同等物の期首残高 4,534 4,820

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,078 5,570
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該当事項はありません。 

  

（セグメント情報） 

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日  至 平成22年９月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円)

 
(注) 「その他」の区分は、国内子会社及び韓国の現地法人の事業活動を含んでおります。 

  

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項) 
(単位：百万円)

 
  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報等

報告セグメント
その他 
(注)

合計
日本

東南 
アジア

中国 ドイツ アメリカ 計

売上高

  外部顧客への売上高 16,279 2,663 387 1,351 1,042 21,724 492 22,216

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

2,077 3,137 841 0 ─ 6,057 ─ 6,057

計 18,357 5,801 1,229 1,351 1,042 27,781 492 28,274

セグメント利益 
又は損失 (△)

416 251 147 122 55 993 40 1,034

利益 金額

報告セグメント計 993

「その他」の区分の利益又は損失（△） 40

セグメント間取引消去 △343

持分法投資利益又は損失（△） 100

その他の調整額 45

四半期連結損益計算書の経常利益 837
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日  至 平成23年９月30日） 

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

(単位：百万円)

 
(注) 「その他」の区分は、国内子会社及び韓国の現地法人の事業活動を含んでおります。 

  

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差

額の主な内容(差異調整に関する事項) 
(単位：百万円)

 
  

３ 報告セグメントの変更等に関する事項 

（報告セグメント区分の変更について） 

 第１四半期連結累計期間まで、セグメント情報におけるセグメント区分は「日本」、「シンガポー

ル」、「中国」、「ドイツ」及び「その他」に区分しておりましたが、当第２四半期連結累計期間か

ら「シンガポール」をインドネシアの現地法人（ＰＴ．ジェイ・エム・エス・バタム）を含めた「東

南アジア」に変更して表示しております。 

 これは、東南アジアに所在するジェイ・エム・エス・シンガポールＰＴＥ．ＬＴＤ．とＰＴ．ジェ

イ・エム・エス・バタムについて、当第２四半期連結会計期間から当該地域での生産体制を相互に補

完し一体とした事業活動を行っていることを踏まえて業績管理を行うこととしたためであります。 

 また、第１四半期連結累計期間まで「その他」に含めておりました「アメリカ」は、金額的重要性

が増したため、当２四半期連結累計期間から報告セグメントとして表示しております。 

 なお、この変更後の区分方法により、前第２四半期連結累計期間における報告セグメントごとの売

上高及び利益又は損失の金額に関する情報を記載しております。 

  

  

報告セグメント
その他 
(注)

合計
日本

東南 
アジア

中国 ドイツ アメリカ 計

売上高

  外部顧客への売上高 16,440 2,430 437 1,484 1,105 21,897 540 22,438

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

2,104 3,334 956 1 ― 6,396 ─ 6,396

計 18,544 5,764 1,393 1,485 1,105 28,294 540 28,834

セグメント利益 
又は損失 (△)

160 △23 88 137 130 493 43 536

利益 金額

報告セグメント計 493

「その他」の区分の利益又は損失 (△) 43

セグメント間取引消去 △88

持分法投資利益又は損失 (△) 113

その他の調整額 22

四半期連結損益計算書の経常利益 584
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（在外子会社等の収益及び費用の換算基準の変更について） 

 在外子会社等の収益及び費用については、従来、決算日の直物為替相場により円貨に換算しており

ましたが、前連結会計年度末より、期中平均相場により円貨に換算する方法に変更しております。 

 この変更は、会計年度末近くに急激な為替変動があった場合に期間損益に与える異常な影響を排除

し、より適正な損益の認識を図るために行ったものであります。 

 また、当該変更は、為替相場が急速に変動していることを契機に、会計システム等の実務上の対応

を検討した結果、前連結会計年度末において対応可能となったためであり、前第２四半期連結累計期

間は従来の方法によっております。 

 この結果、前第２四半期連結累計期間に変更後の換算方法を適用した場合、当該累計期間の売上高

合計は「東南アジア」5,920百万円、「中国」1,258百万円、「ドイツ」1,520百万円、「アメリカ」

1,106百万円、「その他」507百万円となり、セグメント利益は「東南アジア」257百万円、「中国」

151百万円、「ドイツ」137百万円、「アメリカ」59百万円、「その他」41百万円となります。 

 また、報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び

当該差額の主な内容につきましては、「報告セグメント計」1,022百万円、「「その他の区分」の利

益又は損失（△）」41百万円、「四半期連結損益計算書の経常利益」866百万円となります。 

  

該当事項はありません。 

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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